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The purpose of this paper is to explore the development of piano production in prewar 
Japan through U.S. Consular Reports. Because the piano became a major product in the second 
half of the 19th century in America, U.S. Consular Reports contain a good number of articles 
about the piano worldwide, including Japan.  
In Meiji Japan, Torakichi Nishikawa built the first domestic reed organ in 1885 in 
Yokohama, and Torakusu Yamaha, founder of Nippon Gakki/Yamaha Corporation, built his 
first reed organ in 1887. Yamaha also built the first domestic upright piano in 1900 after an 
inspection tour of the United States the previous year. Nevertheless, as early as 1907, the 
Japanese piano industry was criticized strongly by an American piano magazine, The Presto , 
with article titles such as  “Jap Imitators Menace American Manufacturers” or “Piano and the 
Jap.”    
From U.S. Consular Reports, we can ascertain that the Nippon Gakki Corp. and Nishikawa 
and Sons were large, well-equipped factories and that the Japanese tried to introduce their 
pianos into the Chinese market as early as 1909. Since then, they have exported their pianos 
and reed organs widely across the world. Ultimately, the Japanese piano industry became a rival 
of the American piano industry, especially in China, at that time; meanwhile, the acceptance of 
Western music in Japan was in its early stages.     
After the defeat in the Pacific War in 1945, the Japan piano industry was forced to start 
again from scratch, and it soon became an important export industry. Its prewar activity laid the 























た楽器業界誌 The Presto  に、日本がピアノやオルガンの分野で進出してきたことに対する執拗な人
種差別的攻撃記事が多数掲載されていることに気づいた。たとえば、1907（明治 40）年の記事を
例にあげれば、「模倣者の日本人（ジャップ）がアメリカの製造業者を脅かす」（1907 年 5 月 30 日
付）という見出しの記事の副題は「東洋のチビの褐色のヤンキーは、疑いをもたない西洋の白人の
兄弟のために働いている間に、汚い狡猾な方法でアイデアを盗む」というものである（図１）。







アノの第 1 号とされるアップライトピアノが山葉によって作られたのが 1900（明治 33）年であった。
　では、当時、世界のピアノはどの国でどのぐらい作られていたのだろうか。「表１」を見てみよう。
これはグローヴ・ミュージック・オンラインの「ピアノフォルテ」の項目から取ったものである。
表 1： 1870 年～ 1980 年までのピアノのおおよその生産台数（単位は千台）
 Estimates of piano production, 1870–1980 (in thousands)　
Year Britain France Germany USA Japan USSR Korea
c1870 25 21 15 24
c1890 50 20 70 72
c1910 75 25 120 370 10
c1930 50 20 20 120 2
c1935 55 20 4 61 4
W E
c1960 19 2 16 10 160 48 88
c1970 17 1 24 21 220 273 200 6
c1980 16 3 31 28 248 392 166 81
Note: estimates for 1960, 1970 and 1980 are taken from United Nations ‘Growth of World 
Industry’ and ‘Yearbook of Industrial Statistics’; for earlier years see Ehrlich, 1976
　これを見ると、1910 年頃は、イギリスは 7 万 5 千台、フランスは 2 万 5 千台、ドイツが 12 万台、
アメリカは 37 万台、日本は千台に満たないので数字は入っていない。アメリカが突出して多くのピ




















集めた領事報告（Commercial Relations of the United States ） が出版されるようになった。通商貿易
がさらに発展した 1880 年以降はそれにプラスして月刊で領事報告United States Consular Reports
が出版された。その後、1903 年にMonthly Commerce Reports  という名前になる。米国の輸出を
発展させることが領事の重要な任務になると、1910 年以降は、毎日、領事報告が発行されるように
































＆ Son）は年産 200 台のピアノ、1,300 台のオルガン、多数の弦楽器を製造している。静岡の








　1911 年の日本帝国への、蓄音器を除く全輸入楽器は 36,606 ドル。1910 年は 29,383 ドル、













　一方、当時の米国は中国について深い関心を抱いていた。それは、1909 年 4 月の米国領事報告
Monthly Consular and Trade Reports  No. 343, pp．255 − 262　の上海副総領事ゴース Clarence E. 





































































　近年、米国の楽器業界誌　The Music Trade Review  の 1880 年から 1933 年までと 1940 年から
1954 年までの誌面と、The Presto  の 1920 年から 1941 年までの誌面がウェブ上で公開されたこと
により（The International Arcade Museum によるプロジェクト）、日本の楽器製造に関する記事を
抽出することが可能になった。
　そこから、領事報告を裏付けたり、補足したりすることができるが、ここでは、1912 年のドーリ




















　山葉寅楠は米国の楽器事情を視察・調査するために、文部省の嘱託として単身旅立ち、5 月 29 日









吉は翌 1900 年、養子安蔵をアメリカに派遣し、2 年間修行させる。また、東京の松本ピアノを創
始した松本新吉は、自身が 1900 年にアメリカへ赴いてピアノ作りを学び、さらに、長男の広にも







　山葉寅楠は三井系の財閥の後押しのもとで販路の拡張を進めていく。彼は 1905 年 7 月 5 日付で
農商務省から木工製品の販路・原料調査を命じられ、清国、韓国を訪問後、満州へ赴いている。




　寅楠の残された日記から、1908（明治 41）年と翌 1909（明治 42）年、それぞれ約 40 日間、
大陸での視察を行っていたことが分かる ( 大野木 1978)。1908 年 5 月 28 日の日記には、現地の教
育品を販売する店に行き、筆談で自分が山葉オルガン製造者だと書いたところ、店員が大いに驚き、
しきりに楽器の値段を尋ねるので、三井物産で通訳を借り、商品カタログをもって、再訪した。店
員はカタログの肖像写真と山葉寅楠の顔を見比べ、色々話し合った末、定価 100 円のものは 8 割 5





　寅楠の日記は、業務日誌のようなもので、1907（明治 40）年 11 月 24 日から 1909（明治 42）












結果、日本に輸入される外国製ピアノの 8 割をドイツ製が占めるまでになった（前間・岩野 2001）
　1923 年 2 月の領事報告 Commerce Reports では、「ピアノの日本市場」という題で、神戸の領事





　次いで、自動ピアノは日本では少し作られており、ヤマハの自動ピアノは 2,000 円（1 円＝ 0.4985
ドル）で売られている。外国製品の中で最も知られている自動ピアノは英国のデュオ＝アート（小












　しかし、1929 年 2 月 11 日付の大連領事ラングドン William R. Langdon による領事報告「満州
における楽器の市場」の中で、満州には毎年 500 台のピアノとオルガンが輸入されている、その半
数がオルガンで、小型の日本製である。輸入ピアノのうち、半数がドイツ製で、3 割が日本製、あ
との 2 割がヨーロッパ製とアメリカ製である。小売り価格はドイツ製のアップライトが 800 円から
1500 円、グランドが 3000 円、日本製のアップライトが 600 円から 1000 円であると書かれている。
　米国では 1929（昭和 4）年の大恐慌でピアノ製造は大きな打撃を受け、1932 年の段階でピア
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ノ製造は大恐慌以前のわずか 10 パーセントにまで落ち込んだ。一方、日本国内は 1930（昭和 5）
年に関税率が引き上げられたことにより、輸入ピアノ販売が激減し、国産ピアノの販売が伸びる。




（昭和 22）年 4 月になってからのことだが、物資不足で生産が軌道に乗るまでには時間がかかった。
　その 2 年後の 1949（昭和 24 年）に出された「楽器製造工業の現状」という小論の冒頭部分で、
著者の眞家彰は日本の洋楽器製造は「第一次世界大戦中に輸出が急増し、その後の不況期等には米・
独等の競争の前に敗退し、輸出・生産共に急減した時もあったが、1935（昭和 10）年前後までは
生産高は、それぞれピアノ平均 2,500 台、オルガン 8,000 台、金管楽器 18,000 個、木管楽器 5,000 個、
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